
2020-21年度（令和2-3年度）
の日事連の取り組み

• 日本建築士事務所協会連合会/ＢIMと情報環境WG

• 2021.12.10 建築ＢＩＭ推進会議第7回
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１．日事連のBIM普及・教育に対する姿勢

• 第１回BIM推進会議(2019.6)で提示したのは以下の５策

策１：BIM活用の裾野を広げる

策２：建築士事務所の活用能力を高め、積極活用を支

援する

策３：BIMの社会的基盤をつくる

策４：ベンチマークとなるプロジェクトをつくる

策５：未達成の社会課題に取り組み、未来社会を先取

りする



１．日事連のBIM普及・教育に対する姿勢

• 日事連アンケート(2019)と国交省アンケート(2021)によ
れば、BIM の普及は進んできた。一方で事務所規模が
小さいほど導入が遅れている実態があり、ここに解決す
べき課題がある。
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出典：建築分野におけるBIMの活用・普及状況の実態調
査確定値＜詳細＞（2020年１月国土交通省調べ）

日事連アンケート調査（2019年5月） 国交省アンケート調査（2021年1月）



１．日事連のBIM普及・教育に対する姿勢

• 第１回BIM推進会議で提示した５策

策１：BIM活用の裾野を広げる（◎）

策２：建築士事務所の活用能力を高め、積極活用を支援（◎）

策３：BIMの社会的基盤をつくる （＊）

策４：ベンチマークとなるプロジェクトをつくる （＊）

策５：未達成の社会課題に取り組み、未来社会を先取りする

→＊は、国土交通省建築BIM推進会議にて取り組み、あるいは

連携。

→◎は、 現在のBIMの普及状況、日事連会員事務所の約８割が

30人以下の事務所である現状に即し、中小事務所に資する

普及・教育に関する活動に注力。
必要に応じて、建築設計三会の所属会員に成果を共有する。



２．活動内容

【普及活動】

• BIM活用アイディアコンペティション開催

• 会誌連載記事にて先導的なBIM活用事例情報を提供

• BIMに関する基礎情報・利用情報などを一元化する

「BIMポータルサイト」の構築中

【教育】

• BIMセミナー（オンライン）開催

• 教育機関・ベンダー各社などとの連携を深化



２．活動内容
①BIM活用アイディアコンペティ
ション開催

BIM利用による設計コンペを主催
し、建築士・学生に対し、BIM設計
の導入意欲の喚起、BIM活用能力
の向上・積極活用のきっかけとす
ることを目的とし２０１５年より開
催。

今年度からは、国土交通省の国
庫補助事業として福岡・熊本・栃木
３県の地域を超えた運営協力によ
り開催。BIM による社会課題（地域
再生）解決をサブテーマとした。

今年度は、学生33名、社会人12
名の合計45名のエントリーがあり、
そのうち学生２１作品、社会人9作
品の合計30作品が提出され、審
査会にて受賞者を決定した。

画像１：BIMコンペチラシ



２．活動内容
②会誌連載記事にてBIM情報・活
用事例情報を提供

BIMの普及推進を目的として、
最新の情報提供・紹介、基礎知
識の提供など、幅広い視点から
BIMやAIをめぐる記事を会誌に掲
載。2か月に1度の連載を継続し
てきた。

2021年5月からは「実践編」とし
て、各地の中小事務所を中心に、
先導的な活用事例の紹介。

現在まで、通算第１５回までの
連載記事を掲載。

画像２：日事連会誌連載記事



２．活動内容
③BIMセミナー開催

建築士事務所の開設者・管理建築士を対象に想定して、BIMのメ
リット・基礎情報・活用事例等を紹介し、導入にあたっての懸念点の
解消を図り、BIM導入の円滑化を促すため、BIMセミナー講習動画を
作成し、４月に全国の建築士事務所に展開、状況に合わせ、各地で
セミナーを開催中。

BIMセミナーは２０２１年１２月時点で、14会場で開催。セミナー内容
について、概ね満足という評価がある一方、小さな事務所では現実と
して導入難の声もあったため、今回のセミナーの反響をふまえ、次回
のセミナー内容にフィードバックする。

画像３：BIMセミナー動画



３．設計三会
〇設計三会での連携

国土交通省建築ＢＩＭ推進会
議・建築BIM環境整備部会で２０
２０年３月に「建築分野におけるＢ
ＩＭの標準ワークフローとその活
用方策に関するガイドライン（第
１版）」を取り纏める。

設計三会は、設計監理におけ
るデータ移行をより具体化させた
ルールづくりが必要と捉え、ＢＩＭ
ワークフロー検討委員会で「設計
ＢＩＭの標準ワークフローガイドラ
イン 建築設計三会（第１版）」を
取り纏め、各団体に運用にあたっ
ての意見を求めた。（２０２１年１０
月２９日に、国土交通省ＨＰ掲
載）。

画像４：設計BIMワークフローガイドライン表紙



４．今後の活動予定

・ＢＩＭ活用アイディアコンペティションの次年度以降の拡大

・会誌の連載を継続、先導的活用事例の様々な場での紹介拡大

・ＢＩＭを活用に関わる設計者・ステークホルダーにとって必要な技

術情報など、分散している情報を一元的に集約し、迅速に提供で

きるポータルサイトの構築を開始。2022年4月に公開予定。

・ＢＩＭ講習・研修コンテンツの開発

画像５：ポータルサイトイメージ


